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電源別の温室効果ガス排出

 当社の主な事業である電気事業において、温室効果ガスを排出するのは火
力発電。
（図は（当社のものではなく）一般的な発電所のもの）
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電源別のライフサイクルCO2排出量の比較

（出所）資源エネルギー庁ホームページ



作る電気＝使う電気 ① 周波数を一定にする理由

 わたしたちが使う電気は、電圧のプラスとマイナスが交互に入れ替わって、
波のように流れてくる「交流」。

 「周波数」とは、この波が1秒間に何回起こるかのことで、発電所の発電機
の回転数と同じ。単位はヘルツ(Hz)。

 周波数を一定に保てなくなると、最悪の場合、停電になってしまう恐れが
ある。
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（出所）一般財団法人電力中央研究所ホームページ（スライド7まで同じ）
詳細動画 ⇒ https://www.youtube.com/watch?v=H3cqTdbZv5g



作る電気＝使う電気 ② 周波数を一定に保つには

 周波数を一定に保つには、使う電気の大きさが変わっても、発電機の回転
数は変わらないようにする必要がある。

 そのため発電所では、使う電気の大きさと同じになるよう、作る電気の大
きさを素早く調整している。
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作る電気＝使う電気 ③ 火力発電と水力発電の役割 その１

 「火力発電」と「水力発電」は、燃料や水の量を調節して、作る電気の大
きさを素早く変えられる発電方法。

 そのため、常に変動している使う電気の大きさに合わせて、作る電気の大
きさを調整して、周波数を一定に保つ役割をしている。
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作る電気＝使う電気 ③ 火力発電と水力発電の役割 その２

 近年「太陽光発電」や「風力発電」が増えていますが、これらはお天気や
風に頼った発電方法なので、実は安定して電気を作ることができない。

 環境に優しい発電方法を使うことはとても大切ですが、周波数を一定に保
つためには「火力発電」や「水力発電」の役割も重要。

※ 空調等が不要で電力需要が少ない春・秋で、太陽光発電の供給量が多い
ときでも、「需要変動」や「日射量や風量の変動に伴う太陽光発電・風力
発電の発電量の変動」に対応して、電力系統全体の「瞬時瞬時の『電力需
要量』と『電力供給量』を一致させる」ためには、常に一定程度の火力発
電・水力発電を運転しておくことが必要。

5



再生可能エネルギーの大量導入に向けた出力調整 6

（出所）第35回 総合エネルギー調査会 再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会 資料２



経営ビジョン①

 2035年のありたい姿を策定。
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九電グループ経営ビジョン2035より



経営ビジョン②

 実現に向けて６つのグループ重点戦略を設定。
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九電グループ経営ビジョン2035より



経営ビジョン③

 その１つの「カーボンマイナスへの挑戦」として、「電源の低・脱炭素
化」と「電化の推進」を柱として、取組みを加速。
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九電グループ経営ビジョン2035より
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 2050年にGHG排出実質ゼロを目指し、これまで「原子力再稼働」「再エネ増加」など
に取り組んできた。

 2035年に向けて「再エネ拡大」「原子力の利用率向上」、2050年に向けて「非化石
電源拡大」「火力低炭素化」などに取り組んでいく。

ＣＮ実現に向けたロードマップ 10



11

 供給側と需要側の取組みを進めていく。

実現に向けた取組み ① 11



12

 将来の社会実装に向けた技術開発等も進めていく。

実現に向けた取組み ② 12



環境目標・KPI

 2050年のカーボンニュートラル実現に向けて、2035年の中期目標として、
環境目標とKPI（Key Performance Indicator）を設定。

 供給側は、当社が供給する電力量あたりのGHG排出量（原単位）を、2035年
度に2013年度比60％削減。

 需要側は、九州に事業拠点を置くエネルギー事業者として、九州の電化率
向上を設定。
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 ５つのマテリアリティの１つとして「脱炭素社会の牽引」を選定し、中期目標とし
て中期ESG推進計画のPDCA管理を実施。

中期ESG推進計画 14



九電グループのGHG排出量の推移

 足元の実績として、2024年度の排出量は2013年度比▲37％と大きく減少。
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2024年度

37％
（2024年度）

1,739

2,019

3,758

37％削減

1,563

1,779

3,342

0.0060.005

0.010



九電グループの思い

 「ずっと先まで、明るくしたい。」という理念のもと、サステナビリティ
経営を推進。
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九電グループ経営ビジョン2035より


